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【要  旨】  
以前、我々は単純 CT に対する造影 CT（ CE） CT の動脈相における肝転移巣 CT
値の比率を用いて肝転移における bevacizumab の効果を予測した。しかし、肝
転移における CT 造影効果と微小血管密度（ MVD）の関係についての報告はなく、
今回 CT 造影効果と MVD の相関について検討を行った。症例は 2006 年 4 月から
2011 年 10 月までに当科で結腸直腸癌からの転移のために肝切除を受けた 32 症
例。大腸癌の肝転移巣を用いた全腫瘍または腫瘍辺縁から得られた CE 比と MVD
の関係を解析し、また CE 比と MVD の臨床病理学的因子との関連も調べた。その
結果、腫瘍部全体の造影比、腫瘍辺縁部を対象領域（ Region of Interest: ROI）
とした造影比と MVD はそれぞれ正の相関を認めた。 MVD と臨床病理学的因子と
の関連では、腫瘍全体を ROI とした高 MVD 群では、グレード B または C の症例
は有意に少なかったが肝転移の数は多い傾向であった。腫瘍辺縁部を ROI とし
た高 MVD 群では、リンパ管浸潤、N2、N3 リンパ節転移ならびにグレード B およ
び C を有する症例が多かった。また肝転移の数も多く、直径も有意に大きかっ
た。結論として、 CE 比は MVD と相関していた。腫瘍縁を ROI とした CE 比は臨
床病理学的因子に関して MVD と類似しており、 MVD を反映している可能性があ
ることが示唆された。  
